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甲
陽
園
目
神
山
地
区

地
区
計
画
原
案
を
公
開

市県民税
普通徴収
（第４期分）

納期限 １月３１日

老
人
医
療
費
受
給
者
証
（
薄

水
色
の
受
給
者
証
）
が
新
し
く

な
り
ま
す
。
平
成
１５
年
１
月
１

日
現
在
で
受
給
資
格
の
あ
る
人

に
は
、
昨
年
末
ま
で
に
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
し
た
。

今
月
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
受
給
者
証
は
、
負
担

割
合
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

負
担
割
合
は
、
１４
年
１２
月
３１
日

ま
で
は
全
受
給
者
が
１
割
で
し

た
。
１５
年
１
月
１
日
か
ら
所
得

に
応
じ
て
２
割
ま
た
は
１
割
に

区
分
さ
れ
、
負
担
限
度
額
も
２

割
負
担
の
人
に
つ
い
て
は
変
更

に
な
り
ま
す
。
２
割
負
担
に
な

る
人
は
、
同
一
世
帯
の
６５
歳
以

上
の
人
の
な
か
に
市
県
民
税
課

税
標
準
額
が
１
２
４
万
円
以
上

の
人
が
い
る
場
合
で
す
。

２
割
負
担
に
な
っ
て
い
る
人

で
、
同
じ
世
帯
に
６５
歳
以
上
の

人
が
複
数
い
る
場
合
、
そ
の
人

た
ち
の
１３
年
中
の
収
入
の
合
計

額
が
６
３
７
万
円
未
満
（
６５
歳

以
上
の
人
が
１
人
だ
け
の
場
合
、

４
５
０
万
円
未
満
）で
あ
れ
ば
、

１
割
の
受
給
者
証
を
改
め
て
交

付
し
ま
す
。
１
月
２０
日
ま
で
に

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
の
高
額
医
療
費
支
給
申

請
（
受
給
者
証
に
同
封
の
説
明

書
に
記
載
）
は
、
領
収
書
・
印

鑑
・
健
康
保
険
証
・
受
給
者
証

・
振
込
用
の
通
帳
（
郵
便
局
不

可
）
を
医
療
助
成
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
�
０
７
９
８
・
３

５
・
３
１
９
２
）
に
持
参
し
て

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
の
支
給
方
法
が
１
月
支
給
分

か
ら
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
窓
口
で
の
現

金
支
給
も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

１
月
支
給
分
か
ら
口
座
振
込
の

み
の
支
給
に
な
り
ま
す
。
該
当

し
て
い
る
被
保
険
者
に
は
、
世

帯
主
あ
て
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保

険
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
�

０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
２
０
）

で
高
額
療
養
費
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
へ
の
振
込
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
の

な
か
っ
た
人
に
再
通
知
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
は
、
１
月
１７
日
に
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者

の
ご
め
い
福
を
お
祈
り
す
る
た

め
、西
宮
震
災
記
念
碑
公
園（
奥

畑
５
番
街
区
、ニ
テ
コ
池
東
側
）

に
献
花
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、

記
帳
所
を
設
け
ま
す
。
ご
遺
族

や
市
民
の
皆
さ
ん
が
都
合
の
良

い
時
間
に
訪
ね
ら
れ
、
哀
悼
の

気
持
ち
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
午
前
５
時
４６
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
設
置
し
て
い
ま

す
。同

公
園
は
、
震
災
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
震
災
で

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

す
る
場
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
、
犠
牲
者
の
名
前
を
刻
ん
だ

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
西
宮
市

犠
牲
者
追
悼
之
碑
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
長
も
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
安
ら
か

な
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
、
復

興
へ
の
誓
い
を
新
た
に
献
花
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ
は
秘
書
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
４
３
２
）
へ
。

昭和５４年西宮市展初出

品・受賞以後４年連続受

賞（５５年、５６年は連続「市

展賞」）。５９年水彩連盟展

初出品・「連盟賞」、６１年

「寺居健一賞」・会員推

挙、平成１３年「荒谷直之介

賞」。個展・グループ展開

催多数。

現在、西宮市大谷記念美術館水彩画講師、

朝日カルチャーセンター神戸水彩画講師、西

宮芸術文化協会運営委員、西宮美術協会副代

表。神戸市在住。

篠山市生まれ。平成５

年から１１年にかけてシュ

ーベルト歌曲全６００曲演奏

を成し遂げ（演奏会での

実現は世界で１人）、国内

外で話題を集める。昭和

６２・６３年度、平成元年度

「大阪文化祭本賞」、５年

「坂井時忠音楽賞」、８年

「兵庫県芸術奨励賞」など受賞多数。「日本の

うた」などＣＤ多数リリース。

現在、武庫川女子大学音楽学部助教授、丹

波の森国際音楽祭シューベルティアーデたん

ば総合プロデューサー。甲子園洲鳥町在住。

《震災記念碑公園へのアクセス》
●阪神バス…阪神電鉄西宮駅
から「山手西回り線」乗車、
「満池谷」下車すぐ
●阪急電鉄…甲陽線「苦楽園
口駅」下車、徒歩約１０分

市
は
、
平
成
７
年
に
被
災
中

小
企
業
向
け
に
実
施
し
た
兵
庫

県
南
部
地
震
災
害
特
別
融
資
の

償
還
期
限
と
据
置
期
間
を
そ
れ

ぞ
れ
１
年
延
長
し
、
据
置
期
間

を
最
長
９
年
以
内
に
、
償
還
期

限
を
最
長
１６
年
以
内
（
据
置
期

間
を
含
む
）
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
融
資
を
受
け
た
人
が
返
済

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
場
合
、

償
還
期
限
や
据
置
期
間
の
変
更

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
済
条

件
の
変
更
に
と
も
な
い
、
追
加

の
信
用
保
証
料
が
必
要
な
場
合

は
借
入
者
本
人
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
申
込
は
１
月
６
日
か
ら

取
扱
金
融
機
関
で
受
け
付
け
ま

す
。問

合
せ
は
市
商
工
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
３
２
６
）へ
。

県
は
、
兵
庫
県
私
学
振
興
協

会
を
通
じ
、
入
学
資
金
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
同
協
会
（
０

７
８
・
３
２
１
・
２
５
９
２
）

へ
問
合
せ
を
。

【
対
象
】
私
立
高
校
に
入
学

す
る
生
徒
の
学
資
負
担
者
が
県

民
で
、
平
成
１４
年
度
市
県
民
税

の
課
税
総
所
得
金
額
が
３
１
９

万
５
０
０
０
円
以
下
の
人
。
平

成
１４
年
中
に
発
生
し
た
災
害
等

で
被
害
を
受
け
た
り
、
私
立
高

校
生
・
大
学
生
が
い
る
場
合
は

制
限
を
緩
和

【
貸
付
額
】
３０
万
円
以
内

【
定
員
】
５
０
０
人
以
内

※
市
教
育
委
員
会
に
も
市
民

を
対
象
に
、
県
と
同
じ
条
件
で

限
度
額
１０
万
円
の
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
（
前
記
、
県
の
貸
付

制
度
と
の
重
複
申
込
不
可
）。申

込
は
２
月
７
日
ま
で
に
市
学
事

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８

１
７
）
へ
。
申
込
書
な
ど
は
同

課
と
市
立
中
学
校
に
あ
り
ま
す

※
３
年
制
私
立
専
修
学
校（
県

内
の
学
校
に
限
る
）
高
等
課
程

の
入
学
資
金
貸
付
は
、
兵
庫
県

専
修
学
校
各
種
学
校
連
合
会（
０

７
８
・
３
６
１
・
８
１
７
６
）

へ
問
合
せ
を

市
と
県
は
、
阪
神
電
鉄
本
線

（
甲
子
園
以
東
）
の
連
続
立
体

交
差
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
市
都
市
計
画
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
６

０
）
へ
。

【
計
画
案
の
概
要
】
�
都
市

高
速
鉄
道
（
阪
神
電
気
鉄
道
本

線
）
の
変
更
…
県
決
定
。
甲
子

園
駅
〜
武
庫
川
間
、
約
１
・
８７

�
を
追
加
▽
	
都
市
計
画
道
路

（
競
馬
場
線
ほ
か
５
路
線
）
の

変
更
…
市
決
定
。
競
馬
場
線
の

一
部
区
域
変
更
と
高
架
側
道
４

路
線
お
よ
び
鳴
尾
駅
前
線
の
追

加
▽


鳴
尾
駅
周
辺
土
地
区
画

整
理
事
業
の
決
定
…
市
決
定
。

鳴
尾
駅
周
辺
地
区
約
１
・
２
�

に
お
け
る
計
画
的
な
市
街
地
整

備
の
推
進

【
計
画
案
の
縦
覧
】
今
回
の

都
市
計
画
案
を
、
１
月
８
日
〜

２１
日
の
執
務
時
間
中
に
公
開
。

市
都
市
計
画
部
（
市
役
所
南
館

３
階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
（
�

は
県
都
市
計
画
課
で
も
縦
覧

可
）。こ
れ
ら
の
案
に
意
見
の
あ

る
人
は
、
公
開
期
間
中
に
、
�

は
県
知
事
あ
て
、
	
・


は
市

長
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

市
は
、
甲
陽
園
目
神
山
地
区

の
地
区
計
画
原
案
を
、
手
続
き

条
例
に
基
づ
き
、
１
月
７
日
か

ら
２０
日
ま
で
公
開
、
執
務
時
間

中
に
都
市
計
画
部
（
市
役
所
南

館
３
階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

公
開
期
間
中
、
市
長
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
問
合

せ
は
都
市
政
策
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
５
２
６
）
へ
。

西
宮
税
務
署
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
人
で
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
に
よ
る
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
人
を
対
象
に
、
申

告
書
作
成
会
場
を
設
け
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
（
２
月
１７
日

〜
３
月
１７
日
。
土
・
日
曜
は
閉

庁
）
の
税
務
署
の
窓
口
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
作
成

会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
・
建
物
を
売
却

し
た
人
は
対
象
外
で
す
の
で
、

税
務
署
資
産
課
税
部
門
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
西
宮
税
務
署
（
０

７
９
８
・
３
４
・
３
９
３
０
）

へ
。【

開
設
日
・
会
場
】
１
月
２７

日
に
鳴
尾
公
民
館
で

【
説
明
開
始
時
間
】
午
前
１０

時
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら
。
説

明
会
終
了
後
、
個
々
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
時
間
が
あ
り
ま
す

資
産
税
課
は
、
償
却
資
産
の

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
内
の
会
社
・
工
場
・
商
店
・

飲
食
店
な
ど
で
使
用
す
る
事
業

用
の
償
却
資
産
（
耐
用
年
数
１

年
以
上
で
取
得
価
格
が
１０
万
円

以
上
の
も
の
）
を
持
っ
て
い
る

人
が
対
象
で
す
。

申
告
期
限
は
１
月
３１
日
で
す

が
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
１
月
２０

日
ま
で
に
資
産
税
課
に
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

塩
瀬
・
山
口
支
所
管
内
の
人
は
、

北
部
税
務
課
（
両
支
所
内
）
に

も
提
出
で
き
ま
す
。

申
告
書
の
必
要
な
人
は
、
資

産
税
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
題
字
横

参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
資
産
税
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
２
２
３
）へ
。

必ず納期限までに納付

を�納付は便利な口座振
替で�問合せ先…課税に
ついては市民税課（０７９８
・３５・３２１４）、納税について
は納税課（０７９８・３５・３２７５）

阪
神
本
線
（
甲
子
園
以
東
）

連
続
立
体
交
差
事
業
に
関
す
る

を延長します

１月１７日に献花・
記帳所を設けます

中小企業向け震災融資

都
市
計
画
案
を
公
開

西宮震災記念碑公園

償還期限
据置期間

住宅借入金等特別控除

申告書作成
会場を開設

私
立
高
校
な
ど

入
学
資
金
を
貸
付

１
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

老
人
医
療
費
受
給
者
証

償
却
資
産
の
申
告

１
月
２０
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

山岡稔典さん

１面の絵と文の作者の紹介

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
の
支
給

方
法
が
変
わ
り
ま
す

畑 儀文さん

（２）平成１５年（２００３年）１月１日


